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事業紹介
【会社概要】
名 称：有限会社フジヨシ
所 在 地：⼭形県鶴岡市湯野沢字新⽥４３−１

ＴＥＬ（0235）29-2203／ＦＡＸ（0235）29-2032
設 ⽴：昭和５９（1984）年３⽉３１⽇
代 表 者：今間 武志
資 本 ⾦：１，０００万円
従 業 員：男性９名 ⼥性１４名 計２３名
⼟地・建物：⼟地３，８００．０㎡（１１５１坪）

建物１，０７９．５㎡（３２７坪）
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事業紹介
【会社概要 親会社】
名 称：株式会社協同電⼦⼯業
所 在 地：⼭形県鶴岡市宝⽥２丁⽬１０−１３

ＴＥＬ（0235）24-3445／ＦＡＸ（0235）24-2909
創 業：昭和６２（1987）年１⽉８⽇
代 表 者：今間 武志
資 本 ⾦：８４３万円
従 業 員：男性６３名 ⼥性１３３名 計１９６名
⼟地・建物：⼟地３，４８１．６０㎡（１０５５坪）

建物１，０７５．２１㎡（３２６坪）
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【事業内容】
プリント基板の⾼密度実装から組⽴、並びにフレキシブル基板の
実装を得意とし、特殊部品の加⼯、組⽴治⼯具の設計、機械設計
も⾃社において⾏っており、現在はフレキシブル基板へ0.4㎜
ピッチコネクタや0603、0402サイズのチップ部品の搭載も⾏っ
ております。
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【⼯程レイアウト 実装⼯程】
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基本、週５⽇（⽉〜⾦）２４時間３交替稼働
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【実装⼯程の説明】

ローダー

ボンド
塗布機

⾼速モジュ
ラー実装機

多機能
実装機

窒素封⼊式
リフロー炉 アンロー

ダー

製品進⾏⽅向

ライン１

はんだを基板に印刷 印刷されたはんだを
３次元で検査 はんだの印刷された基板に実装部品を搭載

スクリーン
印刷機

３Ｄはんだ
検査機

⾼速モジュ
ラー実装機
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【導⼊試験（実証実験）に⾄った経緯】
顧客企業からの注⽂が、かつての⼤量⽣産から多種少量⽣産へと
移⾏していく中、我々も変化し対応してきました。
現在は、⽇々⼗数回のセット替えを⾏いながら⽣産を⾏っており
ます。
更に時代の流れは少量多品種へのシフトを強めています。
そのような中でも利益を上げ、企業活動を継続していく為には、
製造装置の停⽌時間を最⼩化し、稼働率を最⼤にしていく必要が
あります。
但し、受注も増え、⽇々少ロットの⽣産に追われ多忙を極める中
で、⼿動でのデータ収集には困難さを感じておりました。
その様な中で、ニューメディア開発協会様よりＩｏＴ機器導⼊に
よる導⼊試験のご紹介をいただき実施することとなりました。
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【ＩｏＴデバイス試験導⼊】
対象ライン＝ライン２

ローダー
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ライン２

デバイス設置対象設備＝⾼速モジュラーマウンター

部品交換や機種切替、チョコ停などラインの設備の中で、
⼀番の停⽌要因設備となっているものと考えられる。

ＩｏＴ実践セミナー限り



【ＩｏＴデバイス試験導⼊】
対象設備＝⾼速モジュラーマウンター
接続⽅式＝光学アダプタ⽅式

⾼速モジュラーマウンター

光学アダプタを
パトライトに取付

光学アダプタ装備
ＰＤＡＴ２型の設置
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【ＩｏＴデバイス試験導⼊】
試験運⽤（稼働データの取得）

⾃動停⽌（エラー発⽣）

⼿動停⽌（サイクル停⽌）

⾃動運転（正常運転中）

ＰＣモニターで稼働状態を確認
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【ＩｏＴデバイス試験導⼊】
試験運⽤（稼働データの取得）

⽇報形式で出⼒し稼働状況を分析

ＰＣモニターで稼働状態を確認
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ＰＣモニターで稼働状態を確認

【ＩｏＴデバイス試験導⼊】
試験運⽤（稼働データの取得）
⽣産切替の無かった場合
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ＰＣモニターで稼働状態を確認

【ＩｏＴデバイス試験導⼊】
試験運⽤（稼働データの取得）
⽣産切替が４回発⽣した場合
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ＰＣモニターで稼働状態を確認

【ＩｏＴデバイス試験導⼊結果】
試験対象期間：１⽉１９⽇〜２⽉１８⽇
試験対象⽇数：２９⽇
最⾼稼働率 ：９０％
最低稼働率 ：１０％
平均稼働率 ：５５．６９％

【課題と今後の対応】
約１ヶ⽉間の試験結果だったが、この間の稼働率は想像していたも
のよりも低い結果となった。
⽣産品⽬の切替回数による影響が設備稼働率に最も⼤きく影響して
いることが取得データからも明らかとなった。
外段取りなど設備停⽌時間を短縮する取り組みが今後の最重要課題。
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